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第

回 

日
米
関
税
交
渉
の
切
り
札
？ 

ア
ラ
ス
カ
Ｌ
Ｎ
Ｇ 

 
 
 

※
２
０
２
５
年
４
月
の
毎
日
新
聞
記
事
を
元
に
し
た
文
章
で
す
。 

校
閲
し
、
直
す
べ
き
と
こ
ろ
を
指
摘
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

ト
ラ
ン
プ
米
政
権
の
関
税
措
置
を
巡
る

日
米
協
議
で
、
日
本
政
府
が
有
力
な
カ
ー
ド

と
み
る
の
が
、
米
側
が
投
資
と
購
入
を
迫
る

米
国
産
液
化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
だ
。
２

月
の
日
米
首
脳
会
談
で
石
破
茂
首
相
が
輸

入
拡
大
方
針
を
表
明
し
、
米
側
の
態
度
軟
化

を
期
待
す
る
。
た
だ
ト
ラ
ン
プ
氏
が
こ
だ
わ

る
米
ア
ラ
ス
カ
州
で
の
大
規
模
Ｌ
Ｎ
Ｇ
開

発
案
件
へ
の
参
画
を
巡
っ
て
は
官
民
に
慎

重
な
見
方
も
根
強
く
、「
デ
ィ
ー
ル
（
取
引
）
」

が
成
立
す
る
か
は
見
通
せ
な
い
。 

「
選
択
肢
が
広
が
る
。
す
ば
ら
し
い
こ
と

だ
」
。
電
機
事
業
連
合
会
の
林
欣
吾
会
長
（
中

部
電
力
社
長
）
は
４
月

日
の
定
例
記
者
会

見
で
、
政
府
の
輸
入
拡
大
方
針
を
こ
う
評
価

し
た
。 

米
国
産
Ｌ
Ｎ
Ｇ
価
格
は
「
ヘ
ン
リ
ー
ハ
ブ
」

と
呼
ば
れ
る
米
国
内
の
天
然
ガ
ス
指
標
価

格
に
連
動
し
て
決
ま
る
。
原
油
価
格
の
影
響

を
受
け
や
す
い
中
東
産
Ｌ
Ｎ
Ｇ
な
ど
と
比

べ
て
価
格
は
安
定
的
で
「
う
ま
く
併
用
す
れ

ば
価
格
ヘ
ッ
ジ
に
も
使
え
る
」
（
中
国
電
力

の
中
川
堅
剛
社
長
）
と
い
う
利
点
も
あ
る
。 

ト
ラ
ン
プ
氏
に
と
っ
て
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
輸
出

拡
大
は
重
要
政
策
の
一
つ
だ
。
大
統
領
就
任

直
後
、
バ
イ
デ
ン
前
政
権
が
凍
結
し
て
い
た

Ｌ
Ｎ
Ｇ
新
規
輸
出
許
可
を
再
開
す
る
大
統

領
令
に
署
名
。
化
石
燃
料
の
増
産
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
を
引
き
下
げ
る
と
強
調
し
、
各
国

と
交
渉
し
て
い
る
。 

日
本
に
も
恩
恵
は
あ
る
。

年
貿
易
統
計

に
よ
る
と
、
日
本
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
入
量
は
６
５

８
９
万
㌧
。
こ
の
う
ち

％
を
占
め
る
米
国

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
次
ぐ

３
位
の
輸
入
先
だ
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
後
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
観

点
か
ら
調
達
先
の
多
様
化
が
急
が
れ
る
な

か
、
米
国
産
の
輸
入
拡
大
は
「
日
米
双
方
に
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ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
」
（
経
済
官
庁
幹
部
）
。
カ

タ
ー
ル
な
ど
第
三
国
へ
の
転
売
を
禁
じ
る

産
出
国
も
あ
る
が
、
米
国
産
に
は
こ
う
し
た

制
限
は
な
く
、
購
入
分
を
柔
軟
に
取
引
で
き

る
の
も
企
業
に
は
メ
リ
ッ
ト
だ
。 

た
だ
し
、
ア
ラ
ス
カ
Ｌ
Ｎ
Ｇ
開
発
に
対
し

て
は
、
そ
の
実
現
性
を
巡
っ
て
懐
疑
的
な
見

方
が
絶
え
な
い
。 

ア
ラ
ス
カ
北
部
の
ガ
ス
田
か
ら
南
岸
の

Ｌ
Ｎ
Ｇ
プ
ラ
ン
ト
予
定
地
ま
で
長
さ
約
１

３
０
０
㌔
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
必
要
で
、
総

事
業
費
は
４
４
０
臆
㌦
（
約
６
・
３
兆
円
）

に
上
る
と
さ
れ
る
。
数
十
年
前
か
ら
構
想
は

あ
り
な
が
ら
も
巨
額
の
コ
ス
ト
が
ネ
ッ
ク

と
な
り
事
業
は
進
ん
で
お
ら
ず
、
政
府
内
に

も
「
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
う
ち
に
完
成
す
る
の

か
」
（
外
務
省
幹
部
）
と
冷
や
や
か
な
見
方

が
あ
る
。 

北
米
な
ど
で
Ｌ
Ｎ
Ｇ
事
業
を
手
が
け
て

い
る
三
菱
商
事
の
中
西
勝
也
社
長
は
、
ア
ラ

ス
カ
Ｌ
Ｎ
Ｇ
開
発
へ
の
参
画
の
可
否
を
以

前
か
ら
検
討
中
だ
と
し
た
う
え
で
「

年
以

上
か
か
る
案
件
だ
と
思
う
。
本
当
に
フ
ィ
ー

ジ
ブ
ル
（
利
益
が
あ
る
）
な
の
か
慎
重
に
評

価
し
て
い
る
」
と
話
す
。
産
出
に
こ
ぎ
着
け

て
も
購
入
価
格
は
高
水
準
に
な
る
と
見
込

ま
れ
て
お
り
、
日
本
ガ
ス
協
会
の
内
田
高
史

会
長
（
東
京
ガ
ス
会
長
）
は
「
通
常
の
Ｌ
Ｎ

Ｇ
開
発
コ
ス
ト
は
半
分
以
下
」
だ
と
断
言
す

る
。
住
友
商
事
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
サ
ー
チ
の
本

間
隆
行
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
「
コ
ス
ト

が
さ
ら
に
高
く
な
る
可
能
性
も
あ
り
、
採
算

が
合
わ
な
い
」
と
し
て
民
間
参
入
は
見
込
め

な
い
と
の
見
方
を
示
す
。 

課
題
は
山
積
し
て
い
る
が
、
ト
ラ
ン
プ
氏

は
２
月
の
日
米
首
相
会
談
後
の
会
見
で
「
日

本
が
記
録
的
な
数
字
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
輸
入
を

始
め
る
」
と
歓
迎
し
て
み
せ
、
「
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
の
建
設
に
つ
い
て
も
話
し
合
っ
た
」
と

ア
ラ
ス
カ
Ｌ
Ｎ
Ｇ
開
発
に
つ
い
て
も
協
議

し
た
と
言
明
し
た
。 

石
破
氏
は
そ
の
場
で
は
「
Ｌ
Ｎ
Ｇ
採
掘
が

成
功
裏
に
進
展
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と

応
じ
る
だ
け
だ
っ
た
が
、
４
月
７
日
の
衆
院

決
算
委
員
会
で
は
「
ア
ラ
ス
カ
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を

ど
う
考
え
る
べ
き
か
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て

示
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
と
含
み

を
持
た
せ
た
。 

米
側
は
攻
勢
を
強
め
る
。
関
税
交
渉
を
担

う
ベ
ッ
セ
ン
ト
財
務
長
官
は
同
月
８
日
、
米

メ
デ
ィ
ア
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
日
本
な
ど

が
ア
ラ
ス
カ
Ｌ
Ｎ
Ｇ
開
発
へ
の
資
金
を
拠
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出
す
れ
ば
「
米
国
の
雇
用
を
生
み
出
す
だ
け

で
な
く
（
対
日
）
貿
易
赤
字
の
縮
小
に
も
つ

な
が
る
」
と
し
た
う
え
で
、
関
税
引
き
下
げ

の
「
代
替
案
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
も

述
べ
、
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
る
。 

関
税
を
取
引
材
料
に
Ｌ
Ｎ
Ｇ
開
発
へ
の

参
画
を
迫
る
米
側
の
圧
力
を
前
に
、
あ
る
経

済
産
業
省
幹
部
は
「
民
間
に
『
コ
ス
ト
の
高

い
ガ
ス
を
買
え
』
と
は
言
え
な
い
…
…
」
と

頭
を
抱
え
た
。 

                

                          


